
ストックヤード施設の概要

土砂バイパス主ゲート
ダム放流量の一部を土砂バイパスへ
分流する施設

浚渫した土砂をス
トックヤードに送る
施設（Φ250）

分派堰

導水路（全長約280m，幅7.5m，高さ2.2m）

魚道ゲート

貯砂ダム（不透過化）

土砂バイパス不稼働時（ストックヤード施設不稼働）

土砂バイパス稼働時（ストックヤード施設稼働）

洪水時にストックヤードへ導水する施設

①ストックヤード
全長約220m，幅40.5m，高さ5.5m

②導水路
全長約280m，幅7.5m，高さ2.2m

土砂バイパス運用条件：美和ダムで放流操作が行われる場合

土砂バイパス放流量 ：最大放流量300㎥/s（1200 ㎥/s流入時）

湖内堆砂対策の概要

湖内堆砂対策の主要施設 湖内堆砂対策の仕組み
洪水時に分派堰を越えてダム貯水池内に流入し堆積した細かい土砂を浚渫して
ストックヤードに貯めておき、土砂バイパス運用時にダム下流へ排砂します。

ストックヤード施設
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